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６月２１日から北海道に発令されていました「まん延防止等重点措置」が本日をもって

解除されることになりましたが、北海道において、夏休みシーズンの到来による人の移動

の活発化を見据え、リバウンドの防止と段階的緩和の観点から７月１２日（月）から８月

２２日（日）までの間、「夏の再拡大防止特別対策」を講じることとされました。 

町民の皆様には、北海道の特別対策に基づき、引き続き、札幌市や緊急事態措

置区域及びまん延防止等重点措置区域との不要不急の往来を極力控えていただ

くとともに、多人数での飲食などを控え、「新しい生活様式」の実践に努めてい

ただくようご協力をお願いいたします。 

「ワクチン接種」につきましては、６５歳以上の方の接種を今月中に完了する見込みで

あり、併行して６５歳未満の方への接種を開始いたしました。 

今後、ワクチンが潤沢に確保され、接種枠が計画通り埋まることで、９月中には希望さ

れる全ての町民皆様への接種を完了する予定であります。 

町民の皆様には、引き続き基本的な感染防止対策にご協力を賜りますようお願いいたし

ます。            令和３年７月１１日 

栗山町新型コロナウイルス感染症対策本部長   

栗山町長 佐々木  学 

 

 

 

～ 北海道における「夏の再拡大防止特別対策」～ 

７月１２日 ㈪ から８月２２日 ㈰ まで 

◆日常生活において ～特措法第２４条第９項（協力要請）～ 

感染性が高いとされるデルタ株に置き換わりが進むことを想定し、「三つの

密（密閉・密集・密接）」、「感染リスクが高まる「５つの場面」（飲酒を伴う

懇親会等、大人数や長時間におよぶ飲食、マスクなしでの会話、狭い空間での共同生活、居

場所の切り替わり）等の回避や、「人と人との距離の確保」「マスク着用」「手

洗いなどの手指消毒」をはじめとした基本的な感染防止対策を徹底する。 

◆外出の際は ～特措法第２４条第９項（協力要請）～ 

  ①重症化リスクの高い方（高齢者、基礎疾患のある方など）と接する際は、基本的

な感染防止対策を更に徹底する。 

  ②感染リスクを回避できない場合、札幌市との不要不急の往来は控える。 

③「緊急事態措置区域」及び「まん延防止等重点措置区域」との不要不急の

往来は極力控える。 

◆特に飲食の際は ～特措法第２４条第９項（協力要請）～ 

①感染防止対策が徹底されていない飲食店等の利用を控える。 

②飲食は４人以内など少人数、短時間で、深酒はせず、大声を出さず、会話

の時はマスクを着用する。（黙食の実践）  

裏面もご覧ください。 

引き続き、新しい生活様式の実践をお願いします！ 

町民の皆様へ（７月１１日版） 



 

 

６５歳以上の方のワクチン接種につきましては、５月１７日から接種を開始しておりますが、

栗山赤十字病院、町内開業医、医師会、薬剤師会の皆様のご協力により、７月１０日現在、

対象者４，６０５人中、４，２４４名から予約をいただき（接種希望率９２．２％）、１回目の

接種を終えた方が４，１９３名（接種率９８．８％）、２回目の接種も終えた方が１，８８９名（接種率４

４．５％）となっています。 

今月末までに概ね接種完了となる見込みであります。 

 

１２歳以上６５歳未満の方のワクチン接種につきましては、７月５日から基礎疾患や障がい

をお持ちの方などの優先接種を開始しておりますが、今後、年齢区分ごとに接種券を発送

いたします。 

接種券が届きましたら、接種をご希望の方はインターネット（２４時間受付）又は電話（７月中

は土日祝日も受付します。９時～１７時）で接種会場、日時を指定してご予約ください。 

 

 

 

◆ワクチンの効果 ～接種するワクチンは、ファイザー社製のワクチンです～ 

 ワクチン接種には次のような効果が期待されます。 

  ①感染しても症状が出るのを抑える効果 

  ②症状が出ても重症にならない効果 

  ③多くの人がウイルスへの抗体を持つことで社会全体が守られる「集団免疫」の効果 

  ④重症者を減らすことで医療機関への負担を軽減する効果 

◆ワクチンの有効性  

 ワクチンを受けた人が受けていない人よりも、新型コロナウイルス感染症を発症した人

が少ないということが分かっており、発症予防効果は約９５％と報告されています。 

なお、ワクチンの接種で十分な免疫ができるのは、２回目の接種を受けてから７日程度経っ

て以降とされています。 

◆ワクチンの安全性  

 ワクチンの安全性の確保のため、国は臨床試験の結果に基づいて安全性や品質について審

査しワクチンを承認しています。また、国内での副反応を疑う事例を収集し、専門家による

評価を行っています。 

主な副反応は、頭痛、関節や筋肉の痛み、注射した部分の痛み、疲労、寒気、発熱等 があり

ます。まれに起こる重大な副反応として、ショックやアナフィラキシー（急激なアレルギー反

応）があります。また、ごくまれではあるものの、ワクチン接種後に軽症の心筋炎や心膜

炎が報告されています。接種後数日以内に胸痛、動悸、息切れ、むくみ等の症状が現れた

場合は医療機関を受診してください。 

【問い合わせ】 栗山町新型コロナウイルス対策室 電話：０１２３－７６－７０６５ 

 ワクチン接種について 

 ワクチンの効果・有効性・安全性について 


